
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】並列運転を行う際、ロット間で異なる成膜時間

における影響を極小化し、スループットを実現する。

【解決手段】搬送室１０３に、基板に対して成膜処理を

行う複数の処理室２０２，１３７，１３９と、基板を載

置する複数の予備室１２２，１２３とを連接し、これら

処理室及び予備室に対する基板の搬送処理を搬送室内に

設けた一つの搬送装置１１１，１１２で行うと共に、搬

送室の外部に設けた他の搬送装置１２１により、基板が

格納される複数のカセット１００から一定間隔で搬送室

内に処理対象の基板が搬送され、複数のカセットのうち

一つのカセットに対して複数の処理室のうち一つの処理

室が対応し、他のカセットに対しては他の処理室が対応

するようになっている基板処理装置において、一つのカ

セット内に格納される基板に対する成膜処理と別のカセ

ット内に格納される基板に対する成膜処理を並行して行

う。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 搬 送 室 に 、 基 板 に 対 し て 処 理 を 行 う 複 数 の 処 理 室 と 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 複 数 の 予 備 室
と を 連 接 し 、 前 記 搬 送 室 の 外 部 に 設 け た 他 の 搬 送 装 置 に よ り 、 前 記 基 板 が 格 納 さ れ る 複 数
の カ セ ッ ト か ら 一 定 間 隔 で 前 記 複 数 の 予 備 室 の 一 つ に 処 理 対 象 の 前 記 基 板 が 搬 送 さ れ 、 該
予 備 室 か ら 前 記 搬 送 室 内 に 設 け た 一 つ の 搬 送 装 置 に よ り 前 記 複 数 の 処 理 室 の 一 つ に 搬 送 さ
れ 処 理 が 行 わ れ る よ う に な っ て お り 、 前 記 複 数 の カ セ ッ ト の う ち 一 つ の カ セ ッ ト に 対 し て
前 記 複 数 の 処 理 室 の う ち 一 つ の 処 理 室 が 対 応 し 、 他 の カ セ ッ ト に 対 し て は 他 の 処 理 室 が 対
応 す る よ う に な っ て い る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 一 つ の カ セ ッ ト 内 に 格 納 さ れ る 基 板 に 対 す る 処 理 と 別 の カ セ ッ ト 内 に 格 納 さ れ る 基 板 に
対 す る 処 理 を 並 行 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 真 空 処 理 室 を 有 す る 基 板 処 理 装 置 に 関 し 、 特 に 並 列 運 転 を 行 う 際 に 高
ス ル ー プ ッ ト を 実 現 す る た め の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 行 う 基 板 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 基 板 を 一 枚 ず つ 処 理 す る 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 に お い て は 、 被 処 理 基 板 を カ セ ッ ト か ら 取
り 出 し 、 真 空 処 理 室 （ 以 下 、 PM（ Process Module） と い う ） ま で 搬 送 し 、 そ こ で 成 膜 を 行
っ た 後 、 基 板 冷 却 を 経 て カ セ ッ ト に 戻 す と い う 処 理 を 複 数 の 基 板 単 位 （ ロ ッ ト ） 毎 に 行 っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 で は 、 生 産 効 率 向 上 の た め 、 一 つ の カ セ ッ ト の ロ ッ ト 処
理 を 行 っ た 後 、 他 の カ セ ッ ト の ロ ッ ト 処 理 を 行 う と い う よ う に 、 カ セ ッ ト 毎 に ロ ッ ト 処 理
を 行 う の で は な く 、 一 つ の カ セ ッ ト に 対 す る ロ ッ ト 処 理 中 に 他 の カ セ ッ ト の ロ ッ ト 処 理 を
並 列 的 に 行 う こ と が あ り 、 こ の 場 合 、 搬 送 経 路 が 重 複 し な い こ と 、 Ｐ Ｍ 内 で の 被 処 理 基 板
の 滞 留 時 間 が 一 定 に な る こ と 、 ス ル ー プ ッ ト が 落 ち な い こ と が 要 求 さ れ る 。 こ の よ う な 従
来 技 術 で は 、 基 板 （ 以 下 ウ エ ハ と い う ） の 処 理 シ ー ケ ン ス に 従 い 、 あ る 制 御 の 終 了 を ト リ
ガ と し て 、 次 の 制 御 を 開 始 す る と い う イ ベ ン ト ド リ ブ ン 方 式 を 基 準 に 、 カ セ ッ ト （ 以 下 、
Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ （ Front Opening Unified Pod） と い う ） か ら ウ エ ハ を 取 り 出 す タ イ ミ ン グ な ど
一 部 の 制 御 に つ い て の み 開 始 タ イ ミ ン グ 制 御 を 行 う の が 一 般 的 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 成 膜 処 理 時 間 は 、 Ｐ Ｍ 毎 （ 又 は ロ ッ ト 毎 ） に 異 な る こ と が 多 く 、 経 路 上 の 搬 送
タ イ ミ ン グ 等 の 制 御 の ぶ つ か り を 防 ぐ た め に 、 必 要 以 上 に ス ル ー プ ッ ト が 落 ち た り 、 プ ロ
セ ス 時 間 の 差 が 並 列 に 行 っ て い る 運 転 間 で タ イ ミ ン グ の ゆ が み と な り 、 ロ ッ ト 内 の 一 部 の
基 板 だ け が 、 Ｐ Ｍ 内 で の プ ロ セ ス 処 理 済 後 異 常 に 長 く 滞 留 す る こ と に な る と い う 問 題 が あ
る 。 さ ら に 、 こ れ を 回 避 す る た め に 、 二 つ の ロ ッ ト 間 で 成 膜 処 理 時 間 や 待 ち 時 間 等 を 調 整
す る こ と を 人 的 作 業 に よ り 行 う 場 合 も あ り 、 全 自 動 化 が 妨 げ ら れ る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 並 列 運 転 を 行 う 際 、 ロ ッ ト 間 で 異 な る 成 膜 時 間 で あ っ て も 、 そ の 影 響 を 極 小
化 し 、 人 手 を 介 さ ず に 自 動 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 行 う こ と で 、 使 用 勝 手 が 良 く 、 且 つ 高 ス
ル ー プ ッ ト を 実 現 す る こ と が で き る 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 異 な る 顧 客 仕 様 に よ り 処 理 枚 数 が 少
な い 基 板 の 成 膜 を 行 う 場 合 に 、 第 １ カ セ ッ ト （ 例 と し て ２ ０ 枚 程 度 の 第 １ 仕 様 ） の 第 １ 基
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板 、 第 ２ カ セ ッ ト （ 例 と し て ２ ０ 枚 程 度 の 第 ２ 仕 様 ） の 第 ２ 基 板 を 成 膜 す る と き に 、 効 率
良 く （ 例 え ば ス ル ー プ ッ ト 良 く ） 成 膜 を 可 能 に す る 方 法 と し て 、 第 １ カ セ ッ ト 内 の 第 １ 基
板 を 複 数 の チ ャ ン バ 内 に 入 れ て 成 膜 し 、 次 に 、 第 ２ カ セ ッ ト 内 の 第 ２ 基 板 を 複 数 の チ ャ ン
バ 内 に 入 れ る よ う な こ と は せ ず 、 並 列 運 転 を 行 う よ う に す る 。 す な わ ち 、 搬 送 室 に 、 基 板
に 対 し て 処 理 を 行 う 複 数 の 処 理 室 と 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 複 数 の 予 備 室 と を 連 接 し 、 前 記
搬 送 室 の 外 部 に 設 け た 他 の 搬 送 装 置 に よ り 、 前 記 基 板 が 格 納 さ れ る 複 数 の カ セ ッ ト か ら 一
定 間 隔 で 前 記 複 数 の 予 備 室 の 一 つ に 処 理 対 象 の 前 記 基 板 が 搬 送 さ れ 、 該 予 備 室 か ら 前 記 搬
送 室 内 に 設 け た 一 つ の 搬 送 装 置 に よ り 前 記 複 数 の 処 理 室 の 一 つ に 搬 送 さ れ 処 理 が 行 わ れ る
よ う に な っ て お り 、 前 記 複 数 の カ セ ッ ト の う ち 一 つ の カ セ ッ ト に 対 し て 前 記 複 数 の 処 理 室
の う ち 一 つ の 処 理 室 が 対 応 し 、 他 の カ セ ッ ト に 対 し て は 他 の 処 理 室 が 対 応 す る よ う に な っ
て い る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 一 つ の カ セ ッ ト 内 に 格 納 さ れ る 基 板 に 対 す る 処 理 と 別 の カ セ ッ ト 内 に 格 納 さ れ る 基 板 に
対 す る 処 理 を 並 行 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 カ セ ッ ト 単 位 で 前 記 成 膜 処 理 （ 顧 客 仕 様 ） を 異 な ら す こ と が 可
能 で あ り 、 成 膜 処 理 （ 仕 様 ） を 異 な ら す と は 、 温 度 、 圧 力 、 ガ ス 流 量 （ 成 膜 ガ ス 、 不 純 物
ガ ス 、 不 活 性 ガ ス （ 及 び キ ャ リ ア ガ ス ） ） 処 理 時 間 の 少 な く と も 一 つ の 条 件 を 異 な ら せ る
こ と を 言 う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 に 詳 述 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 並 列 運 転 を 行 う 際 、 ロ ッ ト 間 で 異 な る 成 膜 時 間
に お け る 影 響 を 極 小 化 し 、 人 手 を 介 さ ず に 自 動 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 行 う こ と で 、 使 用 勝
手 が 良 く 、 且 つ 高 ス ル ー プ ッ ト を 実 現 す る こ と が で き る 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ＜ ウ エ ハ 処 理 １ シ ー ケ ン ス の 流 れ ＞
　 図 １ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 基 板 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 に お い て は 、 ウ エ ハ な ど の 基 板 を 搬 送 す る キ ャ
リ ア と し て は 、 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ が 使 用 さ れ て い る 。 ま た 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 後 左 右
は 図 １ を 基 準 と す る 。 即 ち 図 １ が 示 さ れ て い る 紙 面 に 対 し て 、 前 は 紙 面 の 下 、 後 は 紙 面 の
上 、 左 右 は 紙 面 の 左 右 と す る 。
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 基 板 処 理 装 置 は 真 空 状 態 な ど の 大 気 圧 未 満 の 圧 力 （ 負 圧 ）
に 耐 え る ロ ー ド ロ ッ ク チ ャ ン バ 構 造 に 構 成 さ れ た 搬 送 室 （ 以 下 、 Ｔ Ｍ （ Transfer Module
） と い う ） １ ０ ３ を 備 え て お り 、 Ｔ Ｍ １ ０ ３ に は 負 圧 下 で ウ エ ハ ２ ０ ０ を 移 載 す る 第 １ の
ウ エ ハ 移 載 機 １ １ １ と １ １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 第 １ の ウ エ ハ 移 載 機 １ １ １ と １ １ ２ は 、
エ レ ベ ー タ １ １ ５ に よ っ て 、 Ｔ Ｍ １ ０ ３ の 気 密 性 を 維 持 し つ つ 昇 降 で き る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 筐 体 １ ０ １ の 側 壁 の う ち 前 側 に 位 置 す る 側 壁 に は 、 ロ ー ド ロ ッ ク 室 （ 以 下 、 Ｌ Ｍ （ Load
lock Module） と い う ） １ ２ ２ と １ ２ ３ と が そ れ ぞ れ ゲ ー ト バ ル ブ ２ ４ ４ ， １ ２ ７ を 介 し
て 連 結 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 負 圧 に 耐 え 得 る ロ ー ド ロ ッ ク チ ャ ン バ 構 造 に 構 成 さ れ て い る
。 さ ら に 、 Ｌ Ｍ １ ２ ２ に は ２ つ の 基 板 を 置 く こ と が 可 能 な 基 板 置 き 台 １ ４ ０ が 設 置 さ れ 、
Ｌ Ｍ １ ２ ３ に は ２ つ の 基 板 を 置 く こ と が 可 能 な 基 板 置 き 台 １ ４ １ が 設 置 さ れ て い る 。 処 理
済 の ウ エ ハ ２ ０ ０ は こ の い ず れ か の 基 板 置 き 台 上 に て 冷 却 さ れ る （ 以 下 ク ー リ ン グ ） よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 Ｌ Ｍ １ ２ ２ 及 び Ｌ Ｍ １ ２ ３ の 前 側 に は 、 略 大 気 圧 下 で 用 い ら れ る 大 気 搬 送 機 構 （ 以 下 、
Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ （ Equipment Front End Module） と い う ） １ ２ １ が ゲ ー ト バ ル ブ １ ２ ８ ， １ ２ ９
を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ １ ２ １ に は ウ エ ハ ２ ０ ０ を 移 載 す る 第 ２ の ウ エ ハ 移 載
機 １ ２ ４ が 設 置 さ れ て い る 。 第 ２ の ウ エ ハ 移 載 機 １ ２ ４ は Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ １ ２ １ に 設 置 さ れ た エ
レ ベ ー タ に よ っ て 昇 降 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ
て 左 右 方 向 に 往 復 移 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ １ ２ １ の 左 側 に は ウ エ ハ ア ラ イ メ ン ト 装 置 （ 以 下
、 Ａ Ｕ （ Alignment Unit） と い う ） １ ０ ６ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ １ ２ １ の 筐 体 １ ２ ５ に は 、 ウ エ ハ ２ ０ ０ を Ｅ Ｆ Ｅ
Ｍ １ ２ １ に 対 し て 搬 入 搬 出 す る た め の ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口 １ ３ ４ と 、 前 記 ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口
を 閉 塞 す る 蓋 と 、 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ オ ー プ ナ １ ０ ８ が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い る 。 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ オ ー プ ナ
（ キ ャ ッ プ 開 閉 機 構 ） １ ０ ８ は 、 Ｉ Ｏ ス テ ー ジ １ ０ ５ に 載 置 さ れ た Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ の キ ャ
ッ プ 及 び ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口 １ ３ ４ を 閉 塞 す る 蓋 を 開 閉 す る キ ャ ッ プ 開 閉 機 構 と を 備 え て お
り 、 Ｉ Ｏ ス テ ー ジ １ ０ ５ に 載 置 さ れ た Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ の キ ャ ッ プ 及 び ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口 １
３ ４ を 閉 塞 す る 蓋 を キ ャ ッ プ 開 閉 機 構 に よ っ て 開 閉 す る こ と に よ り 、 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ の ウ
エ ハ 出 し 入 れ を 可 能 に す る 。 ま た 、 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ は 図 示 し な い 工 程 内 搬 送 装 置 （ 以 下 、
Ｒ Ｇ Ｖ と い う ） に よ っ て 、 前 記 Ｉ Ｏ ス テ ー ジ １ ０ ５ に 供 給 及 び 排 出 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 筐 体 １ ０ １ の 側 壁 に は 、 ウ エ ハ に 所 望 の 処 理 を 行 う 処 理 炉
Ｐ Ｍ ２ （ ２ ０ ２ ） と 、 処 理 炉 Ｐ Ｍ ３ （ １ ３ ７ ） と 、 処 理 炉 Ｐ Ｍ ４ （ １ ３ ９ ） が そ れ ぞ れ 隣
接 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 前 記 構 成 を 有 す る 基 板 処 理 装 置 を 使 用 し た 処 理 工 程 を 一 枚 の ウ エ ハ に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 未 処 理 の ウ エ ハ ２ ０ ０ は 最 大 ２ ５ 枚 が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ に 収 納 さ れ た 状 態 で 、 処 理 工 程 を
実 施 す る 基 板 処 理 装 置 へ 工 程 内 搬 送 装 置 に よ っ て 搬 送 さ れ て く る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ
う に 、 搬 送 さ れ て き た Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ は Ｉ Ｏ ス テ ー ジ １ ０ ５ の 上 に 工 程 内 搬 送 装 置 か ら 受
け 渡 さ れ て 載 置 さ れ る 。 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ の キ ャ ッ プ 及 び ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口 １ ３ ４ を 開 閉 す
る 蓋 が キ ャ ッ プ 開 閉 機 構 １ ０ ８ に よ っ て 取 外 さ れ 、 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ の ウ エ ハ 出 し 入 れ 口 が
解 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ オ ー プ ナ １ ０ ８ に よ り 開 放 さ れ る と 、 Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ １ ２ １ に 設 置
さ れ た 第 ２ の ウ エ ハ 移 載 機 １ ２ ４ は Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ １ ０ ０ か ら ウ エ ハ ２ ０ ０ を ピ ッ ク ア ッ プ し 、
Ａ Ｕ １ ０ ６ に 搬 送 し ア ラ イ メ ン ト を 行 う 。 そ の 後 Ｌ Ｍ １ ２ ２ 又 は １ ２ ３ に 搬 入 し ウ エ ハ ２
０ ０ を 基 板 置 き 台 １ ４ ０ 又 は １ ４ １ に 移 載 す る 。 こ の 移 載 作 業 中 に は 、 Ｔ Ｍ １ ０ ３ 側 の ゲ
ー ト バ ル ブ ２ ４ ４ は 閉 じ ら れ て お り 、 Ｔ Ｍ １ ０ ３ の 負 圧 は 維 持 さ れ て い る 。 ウ エ ハ ２ ０ ０
の 基 板 置 き 台 １ ４ ０ へ の 移 載 が 完 了 す る と 、 当 該 の ゲ ー ト バ ル ブ １ ２ ８ が 閉 じ ら れ 、 Ｌ Ｍ
１ ２ ２ が 排 気 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 負 圧 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｌ Ｍ １ ２ ２ が 予 め 設 定 さ れ た 圧 力 値 に 減 圧 さ れ る と 、 ゲ ー ト バ ル ブ ２ ４ ４ が 開 か れ 、 Ｔ
Ｍ １ ０ ３ の 第 １ の ウ エ ハ 移 載 機 １ １ １ は 基 板 置 き 台 １ ４ ０ か ら ウ エ ハ ２ ０ ０ を ピ ッ ク ア ッ
プ す る 。 ゲ ー ト バ ル ブ ２ ４ ４ は 閉 じ ら れ 、 目 的 と す る Ｐ Ｍ ２ （ ２ ０ ２ ） 又 は Ｐ Ｍ ３ （ １ ３
７ ） 又 は Ｐ Ｍ ４ （ １ ３ ９ ） に 搬 入 さ れ る が 、 こ の と き ゲ ー ト バ ル ブ １ ３ ０ 等 が 搬 送 に 伴 い
開 け ら れ 、 搬 送 終 了 と 共 に 閉 じ ら れ る 。 そ し て 、 Ｐ Ｍ ２ ～ ４ （ ２ ０ ２ 又 は １ ３ ７ 又 は １ ３
９ ） 内 に 処 理 ガ ス が 供 給 さ れ 、 所 望 の 処 理 が ウ エ ハ ２ ０ ０ に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 Ｐ Ｍ ２ ～ ４ （ ２ ０ ２ 又 は １ ３ ７ 又 は １ ３ ９ ） で 前 述 の 処 理 が 完 了 す る と 、 処 理 済 の ウ エ
ハ ２ ０ ０ は Ｔ Ｍ １ ０ ３ の 第 ２ ウ エ ハ 移 載 機 １ １ ２ に よ っ て Ｔ Ｍ １ ０ ３ に 搬 出 さ れ る （ Ｓ １
） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 第 ２ ウ エ ハ 移 載 機 １ １ ２ は 処 理 炉 Ｐ Ｍ ２ ～ ４ （ ２ ０ ２ 又 は １ ３ ７ 又 は １ ３ ９ ）
か ら 搬 出 し た ウ エ ハ ２ ０ ０ を Ｌ Ｍ ２ （ １ ２ ３ ） へ 搬 入 し 、 基 板 置 き 台 １ ４ １ に 移 載 し た 後
、 Ｌ Ｍ ２ （ １ ２ ３ ） は ゲ ー ト バ ル ブ １ ２ ７ に よ っ て 閉 じ ら れ 、 処 理 済 の ウ エ ハ を ク ー リ ン
グ す る 。 こ の と き 、 Ｌ Ｍ ２ （ １ ２ ３ ） 内 が 不 活 性 ガ ス に よ り 略 大 気 圧 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｌ Ｍ ２ （ １ ２ ３ ） に お い て 予 め 設 定 さ れ た ク ー リ ン グ 時 間 が 経 過 す る と 、 ゲ ー ト バ ル ブ
１ ２ ９ が 開 か れ 、 元 の Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ の 元 の ス ロ ッ ト に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 示 す 基 板 処 理 装 置 で は 、 Ｔ Ｍ １ ０ ３ 内 に ２ つ の ウ エ ハ 移 載 機 １ １ １ と １ １ ２ を 有
し て い る が 、 複 数 の ウ エ ハ を 連 続 処 理 す る 場 合 に は 、 上 記 Ｓ １ の 処 理 で 次 の ウ エ ハ を 予 め
第 １ の ウ エ ハ 移 載 機 １ １ １ ま で 搬 送 し て お り 、 Ｐ Ｍ か ら の 処 理 済 ウ エ ハ 取 り 出 し と 次 の 未
処 理 ウ エ ハ 搬 入 と を 連 続 時 に 行 う 。 以 後 こ の 動 作 の こ と を Ｓ Ｗ Ａ Ｐ 搬 送 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 動 作 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 ウ エ ハ が 順 次 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 述 の 基 板 処 理 装 置 で は 、 Ｌ Ｍ １ ２ ２ ， １ ２ ３ 内 そ れ ぞ れ の ウ エ ハ 置 き 台 （ 各 ２
箇 所 ） に 関 し て 、 ウ エ ハ の 投 入 順 に よ り 予 め 決 め ら れ た 経 路 を 通 る こ と で 、 経 路 の ぶ つ か
り が 発 生 す る こ と を 防 い で い る 。 ま た 、 こ の 方 法 に よ り Ｌ Ｍ を 搬 入 用 、 搬 出 用 と 固 定 す る
よ り も 、 ス ル ー プ ッ ト が 上 が る こ と が 判 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 処 理 を シ ー ケ ン ス 図 と し て 表 し た も の が 図 ２ ～ 図 ５ で あ る 。 図 ２ ～ 図 ４ は 一 つ の
シ ー ケ ン ス の 流 れ を 示 し て い る 。 こ れ ら の 図 に お い て 矩 形 で 表 さ れ る 各 制 御 が 上 下 に 重 な
っ て い る 部 分 が あ る が 、 こ れ は 同 時 に 制 御 し て い る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 固 定 ス ケ ジ ュ ー ル 方 式 （ 遅 延 制 御 ） ＞
　 図 ６ に お い て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 の １ ロ ッ ト 運 転 時 の 処 理 シ ー ケ ン ス を
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ （ Ａ ） で 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 制 御 す る た め の 周 期 は ２ ０ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ で あ る 。 こ の 周 期
毎 に カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン ト さ せ そ の カ ウ ン タ 値 が 目 的 の 値 に 到 達 し た 時 そ の 制 御 を 開
始 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 搬 送 Ｌ Ｐ → Ａ Ｕ は １ ６ 秒 の 予 定 で あ る 。 １ ６ 秒 経 過 し た と き （ 制 御 カ ウ ン タ ＝ ８ ０ ） は
搬 送 Ｌ Ｐ → Ａ Ｕ は 終 了 し て お り 、 こ の と き Ａ Ｕ と Ｌ Ｍ を 略 大 気 圧 状 態 に す る 処 理 （ 以 下 Ｌ
ｅ ａ ｋ 処 理 ） を 並 行 し て 開 始 す る ス ケ ジ ュ ー ル と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） は 、 搬 送 Ｌ Ｐ → Ａ Ｕ が 予 定 を 約 １ 秒 オ ー バ し て 終 了 し た 状 態 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ （ Ｃ ） で 図 ６ （ Ｂ ） の 詳 細 を 示 す 。
　 制 御 カ ウ ン タ が ７ ９ か ら ８ ０ に イ ン ク リ メ ン ト さ れ る 前 に 、 予 定 し て い た 搬 送 Ｌ Ｐ → Ａ
Ｕ が 終 了 し て い る か 否 か を 確 認 す る が 、 こ こ で は 終 了 し て い な い 。 そ こ で こ れ 以 上 他 の 制
御 を 進 行 さ せ な い た め に 、 制 御 カ ウ ン タ の イ ン ク リ メ ン ト を 凍 結 し 、 代 わ り に 遅 延 カ ウ ン
タ を イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 Ｓ ２ の 処 理 を 制 御 周 期 毎 に 繰 り 返 し 、 Ｌ Ｐ → Ａ Ｕ の 搬 送 が 終 了 す る ま で 待 つ 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 そ し て 、 該 搬 送 の 終 了 が 確 認 さ れ た ら 、 制 御 カ ウ ン タ を ７ ９ か ら ８ ０ に イ ン ク リ メ ン ト
し 、 こ れ に よ り 制 御 カ ウ ン タ ８ ０ で 開 始 す る こ と に な っ て い た ア ラ イ メ ン ト ユ ニ ッ ト と Ｌ
Ｍ の Ｌ ｅ ａ ｋ 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 制 御 周 期 が ２ ０ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ で あ る た め 、 遅 延 が 発 生 し た 場 合 、 こ の 制 御 周 期 で カ バ ー し
て い る 。 こ れ が １ 秒 周 期 で あ る 場 合 、 微 妙 な 遅 れ が ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 の ズ レ に 現 れ る た め
、 タ ク ト 時 間 に も 影 響 が 出 や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で タ ク ト 時 間 と は 、 同 一 Ｐ Ｍ に お け る 、 あ る ウ エ ハ に 対 す る 成 膜 プ ロ セ ス と 次 の ウ
エ ハ の 成 膜 プ ロ セ ス 開 始 時 間 間 隔 で あ る 。 ま た 、 こ の 時 間 は 同 一 Ｐ Ｍ に 対 す る ウ エ ハ を Ｆ
Ｏ Ｕ Ｐ か ら 順 次 取 り 出 す 間 隔 と 同 義 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で は 、 遅 延 発 生 中 は 制 御 カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン ト し な い も の と し た が 、 ２ 種 類 ま
た は そ れ 以 上 の カ ウ ン タ や 制 御 フ ラ グ な ど を 利 用 す る こ と で 、 同 様 な 制 御 が 実 現 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ １ ロ ッ ト （ １ Ｐ Ｍ ） 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス ＞
　 図 ７ ～ 図 １ ０ に お い て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 の １ ロ ッ ト 運 転 時 の 処 理 シ ー
ケ ン ス を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ♯ １ の ウ エ ハ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 さ れ て か ら 、 タ ク ト 時 間 で あ る ３ 分 ６ 秒 後 に ♯ ２ の
ウ エ ハ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 さ れ る 。 こ の タ ク ト 時 間 は 計 算 に よ り 求 め る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ♯ １ の シ ー ケ ン ス 開 始 か ら ４ 分 １ ３ 秒 後 、 ♯ ２ の ウ エ ハ を Ｌ Ｍ か ら 取 り 出 す 。 ♯ ２ の ウ
エ ハ が Ｐ Ｍ へ 搬 入 で き る 準 備 が 整 っ た ４ 分 ２ ４ 秒 後 、 プ ロ セ ス 終 了 と 共 に Ｓ Ｗ Ａ Ｐ 搬 送 動
作 を 行 う 。 ま た こ の 時 払 い 出 し た ♯ １ の ウ エ ハ を Ｌ Ｍ に 搬 入 す る た め 、 当 該 Ｌ Ｍ を 減 圧 （
以 下 Ｅ ｖ ａ ｃ と い う ） す る 。 ４ 分 ４ ５ 秒 後 、 Ｐ Ｍ に 搬 入 さ れ た ♯ ２ ウ エ ハ に 対 し て プ ロ セ
ス を 開 始 す る 。 ♯ １ と ♯ ２ の プ ロ セ ス 開 始 時 間 の 間 隔 は ３ 分 ６ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の 処 理 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 １ ロ ッ ト 分 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ ２ ロ ッ ト （ ２ Ｐ Ｍ ） 並 列 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス ＞
　 図 １ １ ～ 図 １ ４ に お い て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 の ２ ロ ッ ト 並 列 運 転 時 の 処
理 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 運 転 Ａ と 運 転 Ｂ は そ れ ぞ れ 大 し た 時 間 差 が な く 運 転 開 始 を 指 示 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 運 転 Ａ － ♯ １ ウ エ ハ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 さ れ て か ら 、 バ ッ チ 間 隔 で あ る １ 分 ２ 秒 後 に
運 転 Ｂ － ♯ １ の ウ エ ハ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 さ れ る 。 こ の 時 間 は 、 基 準 と な る 運 転 Ａ に 対
し て 、 運 転 Ｂ が 開 始 さ れ る 時 間 間 隔 で あ る 。 こ の バ ッ チ 間 隔 は 計 算 に よ り 求 ま り 、 こ こ で
は バ ッ チ 間 隔 ＝ タ ク ト 時 間 ÷ ３ で 求 ま っ て い る も の と す る 。
　 こ こ で バ ッ チ 間 隔 と は 、 あ る Ｐ Ｍ に お け る ウ エ ハ 成 膜 プ ロ セ ス と 別 の Ｐ Ｍ に お け る ウ エ
ハ 成 膜 プ ロ セ ス の 開 始 時 間 間 隔 で あ る 。 ま た こ の 時 間 は 、 こ れ ら 異 な る Ｐ Ｍ に 対 す る ウ エ
ハ を そ れ ぞ れ の Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 す 間 隔 と 同 義 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 開 始 か ら ４ 分 ８ 秒 後 、 運 転 Ｂ ♯ ２ の ウ エ ハ が Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 開 始 か ら ５ 分 １ １ 秒 後 、 運 転 Ｂ ♯ ２ の ウ エ ハ を Ｌ Ｍ か ら 取 り 出 し 運 転 Ｂ ♯ １ と の Ｓ Ｗ Ａ
Ｐ 搬 送 を 行 う 。 こ の 動 作 は 運 転 Ａ の ♯ １ と ♯ ２ の Ｓ Ｗ Ａ Ｐ 動 作 が 終 了 し て か ら 行 う 。 干 渉

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-252105 A 2005.9.15



は な い 。 運 転 Ｂ の 各 ウ エ ハ は 運 転 Ａ の 各 ウ エ ハ と 経 路 上 、 制 御 上 の ぶ つ か り が 無 い よ う ス
ケ ジ ュ ー ル 計 算 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 運 転 Ａ － ♯ １ は ウ エ ハ ク ー リ ン グ ま で 終 了 し 、 Ｌ Ｐ に 戻 す た め の 搬 送 を 行 う が 、 こ の 時
運 転 Ｂ － ♯ ３ の ウ エ ハ を 交 換 す る よ う に Ｌ Ｍ の 同 一 場 所 へ 搬 入 す る 。 こ れ は Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ 側 大
気 搬 送 口 ボ ッ ト で 実 行 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 般 的 に は 、 タ ク ト 時 間 ＝ バ ッ チ 間 隔 × ｎ と な る よ う ス ケ ジ ュ ー ル 計 算 さ れ る こ と に な
る が 、 Ｐ Ｍ 数 、 プ ロ セ ス 時 間 、 搬 送 時 間 な ど に よ り 最 適 な ｎ が 決 ま る 。
　 例 示 し た シ ー ケ ン ス の 場 合 は 、 ｎ ＝ ３ と な る よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ５ に お い て 、 ｎ ＝ ３ の 場 合 の 後 発 開 始 タ イ ミ ン グ を 説 明 す る 。
　 こ こ で は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 バ ッ チ 間 隔 ＝ タ ク ト 時 間 ÷ ３ の 場 合 の 後 発 運 転 開
始 タ イ ミ ン グ を 説 明 し て お り 、 タ ク ト 時 間 ＝ ３ 分 、 バ ッ チ 間 隔 ＝ １ 分 と し て い る 。 後 発 の
運 転 開 始 指 定 は 任 意 で あ る が 、 こ こ で は 先 発 側 ♯ ２ の 開 始 前 ま で に 後 発 側 の 運 転 開 始 指 示
が あ っ た も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） は 、 先 発 側 ♯ １ ウ エ ハ 処 理 開 始 を 示 す 。 同 図 （ ｂ ） は 、 先 発 側 ♯ １ ウ エ ハ
処 理 開 始 後 ６ ０ 秒 以 内 に 後 発 側 開 始 指 定 し た 場 合 の 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 。 同 図 （ ｃ ） は
、 先 発 側 ♯ １ ウ エ ハ 処 理 開 始 後 ６ ０ 秒 ～ １ ２ ０ 秒 以 内 に 後 発 側 開 始 指 定 し た 場 合 の 開 始 タ
イ ミ ン グ を 示 す 。 同 図 （ ｄ ） は 、 先 発 側 ♯ ２ の 開 始 タ イ ミ ン グ を 表 す （ Ｓ ２ ） 。 同 図 （ ｅ
） に 示 さ れ る よ う に 、 先 発 側 ♯ １ ウ エ ハ 処 理 開 始 後 １ ２ ０ 秒 以 後 に 開 始 し た も の は 、 上 記
Ｓ ２ の 先 発 側 と 重 な ら な い た め に 、 開 始 時 間 は ２ ４ ０ 秒 後 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 ｎ ＝ ３ の 場 合 と ｎ ＝ ２ の 場 合 で 、 後 発 側 の 運 転 開 始 タ イ ミ ン グ が 異 な る が 、 ど
ち ら が 優 れ て い る の か を 検 証 す る 。
　 図 １ ５ の 場 合 、 タ ク ト 間 隔 を ３ 分 （ １ ８ ０ 秒 ） と す る と 、 バ ッ チ 間 隔 は ６ ０ 秒 と な り 、
（ ６ ０ × １ /３ ） ＋ （ １ ２ ０ × １ /３ ） ＋ （ ２ ４ ０ × １ /３ ） ＝ １ ４ ０ （ 秒 ） と な り 、 後 発
側 の 平 均 運 転 開 始 遅 延 時 間 は １ ４ ０ 秒 と な る こ と が 図 １ ６ （ ａ ） よ り 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 同 様 な 条 件 で ｎ ＝ ２ の 場 合 を 想 定 し た も の が 図 １ ６ （ ｂ ） で あ り 、 タ ク ト 間 隔 を ３ 分 （
１ ８ ０ 秒 ） と す る と 、 バ ッ チ 間 隔 は ９ ０ 秒 と な り 、 （ ９ ０ × １ /２ ） +（ ２ ７ ０ × １ /２ ）
＝ １ ８ ０ （ 秒 ） と な り 、 そ の 平 均 運 転 開 始 遅 延 時 間 は １ ８ ０ 秒 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ｎ ＝ ３ の シ ー ケ ン ス で は 、 ｎ ＝ ２ の 場 合 よ り Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ タ ー ン ア ラ ウ ン ド タ イ ム が 向 上 す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ５ に よ り 、 ｎ ＝ ３ の シ ー ケ ン ス で は 、 先 発 運 転 の １ つ の バ ッ チ シ ー ケ ン ス に 対 し て
、 ２ つ の 後 発 運 転 開 始 タ イ ミ ン グ が あ る こ と が 判 る 。
　 後 発 の 運 転 開 始 タ イ ミ ン グ は 任 意 の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る 。 こ の た め 、 後 発 の 指 定 タ イ
ミ ン グ に よ り 適 当 な バ ッ チ 開 始 タ イ ミ ン グ を 自 動 検 出 す る こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
＜ ２ ロ ッ ト （ ２ Ｐ Ｍ ） 並 列 運 転 ： プ ロ セ ス 時 間 が 異 な る 場 合 の 処 理 シ ー ケ ン ス ＞
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ４ に お い て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 の プ ロ セ ス 時 間 が 異 な る ２
ロ ッ ト 運 転 時 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る 。
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ に つ い て 、 先 発 運 転 側 、 即 ち 、 （ 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＜ 後 発 運 転 プ ロ
セ ス 時 間 ） の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 先 発 運 転 側 プ ロ セ ス 時 間 は ２ 分 ４ ５ 秒 （ 先 発 の ２ 分 ４ ５ 秒 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ） で あ り
、 ス ケ ジ ュ ー ル 上 の プ ロ セ ス 時 間 は 以 後 こ の 時 間 で 統 一 さ れ る 。 後 発 運 転 側 プ ロ セ ス 時 間
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は ３ 分 で あ り 、 先 発 と の 差 分 １ ５ 秒 は 遅 延 と し て ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 を 待 ち 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 後 発 運 転 Ｂ － ♯ １ の プ ロ セ ス 時 間 が ２ 分 ４ ５ 秒 た っ て も 終 了 し て い な い た め 、 遅 延 状 態
に 入 り 、 ス ケ ジ ュ ー ル 制 御 は ホ ー ル ド 状 態 と な る 。 こ の 時 実 行 中 で あ る 搬 送 動 作 な ど が 一
時 停 止 し て い る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 運 転 Ｂ － ♯ １ の プ ロ セ ス 時 間 が ３ 分 経 過 後 （ 遅 延 開 始 １ ５ 秒 後 ） に プ ロ セ ス は 終 了 し 、
ス ケ ジ ュ ー ル 制 御 を 再 開 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 運 転 Ｂ － ♯ １ の プ ロ セ ス 遅 延 中 、 運 転 Ａ － ♯ ２ の プ ロ セ ス は 実 行 中 の ま ま で あ る 。 し か
し 、 ス ケ ジ ュ ー ル 上 は 全 体 が 遅 延 し て い る た め 、 予 定 し て い た 搬 送 動 作 は 事 前 に 始 ま っ て
い な い 。 事 前 に 始 ま っ て い な い １ ５ 秒 分 は Ｐ Ｍ で の 滞 留 時 間 と な っ て 現 れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 運 転 Ａ － ♯ １ の Ｌ Ｍ か ら 払 い 出 し と 運 転 Ｂ － ♯ ３ の Ｌ Ｍ へ の 搬 入 は ち ょ う ど タ イ ミ ン グ
が 合 っ て い る 。 ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 を 遅 延 さ せ た こ と で タ イ ミ ン グ は 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 後 発 運 転 Ｂ － ♯ ２ の プ ロ セ ス が 遅 延 す る 。 こ れ も 同 様 に ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 を 遅 延 さ せ る
こ と で タ イ ミ ン グ を 維 持 す る 。
　 以 後 も 同 様 に 、 遅 延 検 知 ス ケ ジ ュ ー ル ホ ー ル ド 状 態 に よ り 、 タ イ ミ ン グ を 維 持 し て い く
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ １ ～ 図 ２ ４ に つ い て 、 先 発 運 転 側 、 即 ち （ 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＞ 後 発 運 転 プ ロ セ
ス 時 間 ） の 場 合 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 先 発 運 転 側 プ ロ セ ス 時 間 は ２ 分 ４ ５ 秒 （ 先 発 の ２ 分 ４ ５ 秒 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ） で あ り
、 ス ケ ジ ュ ー ル 上 の プ ロ セ ス 時 間 は 以 後 こ の 時 間 で 統 一 さ れ る 。 後 発 運 転 側 プ ロ セ ス 時 間
は ２ 分 ３ ０ 秒 で あ り 、 先 発 と の 差 分 １ ５ 秒 は Ｐ Ｍ 滞 留 と し て ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 に は 影 響 を
与 え な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 後 発 運 転 側 プ ロ セ ス 時 間 は ２ 分 ３ ０ 秒 。 先 発 と の 差 分 － １ ５ 秒 は プ ロ セ ス 後 Ｐ Ｍ に 滞 留
さ せ て お く こ と で ス ケ ジ ュ ー ル 制 御 全 体 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 後 発 運 転 Ｂ － ♯ １ の プ ロ セ ス 時 間 が ２ 分 ３ ０ 秒 た っ て 終 了 し た が 、 払 い 出 し の た め の 準
備 動 作 は 未 だ 終 わ っ て い な い 。 そ の ま ま １ ５ 秒 待 た さ れ る 。 そ の 後 ２ 分 ４ ５ 秒 の タ イ ミ ン
グ で 払 い 出 し （ Ｓ Ｗ Ａ Ｐ 動 作 ） を 行 う 。
　 ス ケ ジ ュ ー ル 全 体 で は こ の 滞 留 は 影 響 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 後 も 運 転 Ｂ の プ ロ セ ス を 行 う 度 、 １ ５ 秒 ず つ の 滞 留 が 起 こ る が ス ケ ジ ュ ー ル に 影 響 は
与 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る 基 板 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ウ エ ハ の 搬 入 /搬 出 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 ウ エ ハ の 搬 入 /搬 出 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 ウ エ ハ の 搬 入 /搬 出 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 各 処 理 の 所 要 時 間 を 表 す テ ー ブ ル で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 基 板 処 理 装 置 の １ ロ ッ ト 運 転 時 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 １ ロ ッ ト （ １ Ｐ Ｍ ） 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 １ ロ ッ ト （ １ Ｐ Ｍ ） 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
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【 図 ９ 】 １ ロ ッ ト （ １ Ｐ Ｍ ） 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 １ ロ ッ ト （ １ Ｐ Ｍ ） 運 転 の 処 理 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 図 １ １ 】 並 列 運 転 の 基 本 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 並 列 運 転 の 基 本 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】 並 列 運 転 の 基 本 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 １ ４ 】 並 列 運 転 の 基 本 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 図 １ ５ 】 バ ッ チ 間 隔 が タ ク ト 時 間 の １ /３ で あ る 場 合 の 後 発 運 転 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 バ ッ チ 間 隔 が タ ク ト 時 間 の １ /３ で あ る 場 合 を １ /２ で あ る 場 合 と の 比 較 に お い
て 後 発 運 転 タ イ ミ ン グ 比 較 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＜ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ８ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＜ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ９ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＜ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＜ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 図 ２ １ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＞ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＞ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＞ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 先 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 ＞ 後 発 運 転 プ ロ セ ス 時 間 の 場 合 の 並 列 運 転 シ ー ケ ン ス を
示 す 図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ ０ ０ 　 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ 、 １ ０ １ 　 筐 体 、 １ ０ ３ 　 Ｔ Ｍ 、 １ ０ ５ 　 Ｉ Ｏ ス テ ー ジ 、 １ ０ ６ 　 Ａ
Ｕ 、 １ ０ ８ 　 Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ オ ー プ ナ 、 １ １ ２ ， １ １ ２ 　 ウ エ ハ 移 載 機 、 １ ２ １ 　 Ｅ Ｆ Ｅ Ｍ 、 １
２ ２ ， １ ２ ３ 　 Ｌ Ｍ 、 １ ３ ４ 　 ウ エ ハ 搬 入 搬 出 口 、 １ ３ ７ ， １ ３ ９ ， ２ ０ ２ 　 Ｐ Ｍ 、 １ ４
０ ， １ ４ １ 　 基 板 置 き 台 、 ２ ０ ０ 　 ウ エ ハ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(12) JP 2005-252105 A 2005.9.15



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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